




























れる尺度について整理した（尾崎 1964・和田 1992・岸本 2004）。
　「２－３　横穴式石室研究と三次元計測」では、本稿における分析手法について提示した。三次元計
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測を用いることで、企画と構築を関連づけて検討が可能となれば、従来の石室研究が抱える課題に対す
る有用なアプローチとなる可能性が高い。
３．分　析
　第３章では、2018年に実施した貝化石を使用した横穴式石室３基の三次元計測の成果から（川村 
2019a・川村 2019b）、その構造と企画について分析した。具体的な分析の手順は以下の通りである。ま
ず三次元モデルを用いて展開図を作図し、各壁面を観察し、計測を行った。次に、石室構築の段階を示
すと考えられる目地等を抽出した。これと並行して画像処理および断面図を作図し、壁面傾斜を可視化
し、形態を分析した。これらの分析結果を基に、石室の構築単位と企画と尺度について検討した。最後
に、全ての成果を組み合わせ、それぞれの石室の構築過程の復元を試みた。
　「３－１　龍角寺岩屋古墳西石室」では、まず壁面の観察と形態分析から、石室の構築単位を３つと
考えた。石室の企画については奥壁第１石の高さ（あるいは幅）を基準に、35.25cm を尺度としたと考
えられる。これより龍角寺岩屋古墳の構築過程は３段階に分かれると考える。第１段階は石室の基礎を
作る最も重要な工程である。尺度に基づき奥壁と両側壁の大型石材２石を正確に加工し、最初に配置す
ることで構築の基準とした。その後、天井に向かい石材を積んで行くが、持送りアーチの傾斜が左右非
対称であることから、石積みの技術は加工や企画のそれに比べて未熟であったと考える。
　「３－２　龍角寺みそ岩屋古墳」では、まず石室の構築単位を４つと考えた。石室の企画については
奥壁の幅と高さを１：１の比率とし、28.51cm を尺度としたと考えられる。みそ岩屋古墳の構築過程は
４段階に分かれると考える。最大の特徴は、奥壁が１石で作られており、その石材が石室の高さと幅の
基準となっている点である。そのため、複数の石材を組み合わせることで基準としている岩屋古墳西石
室に比べ、構築の簡略化を図った石室であると考える。
　「３－３　上宿古墳」では、石室の構築単位を４つとした。石室の企画については、奥壁の幅と高さ
を１：１の比率とし、29.79cm を尺度としたと考えられる。この石室最大の特徴は床面から天井に至る
全てで、尺度を当てはめた痕跡が見て取れる点である。つまり、この石室の壁面や立柱石などの各部の
傾きは全て、高さと幅を基に算出されたものだと推定できる。こうした傾きの計算は前述した２石室で
認めることの出来ない現象であり、このことから、この石室については貝化石を使用した石室の企画・
構築に習熟した集団によって作られたと考える。
４．考　察
　第４章では、貝化石を使用した横穴式石室の分類、龍角寺岩屋古墳の被葬者像に関する検討から、石
室の系統関係についての考察を行った。そして最後に。７世紀の印波地域における首長系譜と石室の造
営から見てとれる社会背景について言及し、本研究のまとめをとした。
　「４－１　貝化石を使用した横穴式石室の系譜」では３章の結果を基に、持送りの形と石室の企画（特
に奥壁幅と高さの比率と尺度）を分類の軸とし、貝化石を使用した石室７基を分類した。この種の石室
では約30cmの尺度と奥壁幅：奥壁高＝１：１という企画の導入が画期として存在し、龍角寺岩屋古墳
とその他の古墳では異なる構築技術を使用していると考える。
　「４－２　横穴式石室からみる龍角寺岩屋古墳の被葬者像」では龍角寺岩屋古墳の東西石室の規模の
差及び、龍角寺浅間山古墳と西石室との構造的類似から、東西の石室が異なる性格を帯びていると考え
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た。そして結論として、東石室には大型方墳や双室墳との関連をもつ外来の人物、西石室には印波国造
の直系（あるいはそれに近い）人物がそれぞれ被葬された可能性を指摘した。
　「４－３　７世紀印波と貝化石を使用した横穴式石室」では龍角寺岩屋古墳の石室が２系統に分かれ
ることを前提に、貝化石を使用した横穴式石室の系統関係について検討した。上福田13号墳と龍角寺み
そ岩屋古墳の比較より、龍角寺岩屋古墳の系統はその後も２つに分かれたまま継続したと考える。龍角
寺104号墳、上福田岩屋古墳、上宿古墳の位置づけについては不明な点が多いが、上宿古墳については
東石室の系統に連なる可能性が高い。
　こうした石室の系統から考えられる７世紀印波の首長層の動向について、以下のように論じ、本稿の
まとめとした。
　〈龍角寺岩屋古墳東石室→龍角寺みそ岩屋古墳〉および〈龍角寺浅間山古墳→岩屋古墳西石室→上福
田13号墳〉という石室の系統関係が指摘でき、それぞれ異なる首長系譜に属すると考えられる。これは
龍角寺岩屋古墳の造営が、印波国造の勢力だけでなく、外来勢力との協働により成されたことを強く示
唆する。そして、西石室よりも東石室が大きく、かつ上福田13号墳ではなくみそ岩屋古墳に隣接する形
で龍角寺が建立されたことを考えると、岩屋古墳を造営する時には既に、印波国造の勢力よりも外来勢
力が主たる支配者であったと推定出来る。
　２つの首長系譜が１つの墳丘に統一されたこと、そしてそれにもかかわらず、その後その２つの系譜
が統一され続けることなく異なる古墳に引き継がれたことは、７世紀印波の首長層の動向における大き
な特徴だと言える。そしてこれらの首長系譜の動向を理解することは、古墳だけでなく、龍角寺や木下
別所廃寺といって近隣の古代寺院の理解にもつながる重要なテーマであると指摘できる。
おわりに
　修士論文では、貝化石を使用した横穴式石室を構築技術と企画の２点を軸に分析を行ない、石室の分
類と系統関係を推定した。また、系統関係を推定したことで、龍角寺岩屋古墳を中心とした首長層の動
向の一端についても言及した
　貝化石を使用した石室の系統関係や使用尺度などについては、まだまだ再考の余地がある。これにつ
いては、今回取り組むことのできなかった石室の計測や、方墳の墳丘の計測から、検討を進めることが
できるだろう。こうした検討が当地域の歴史研究を推し進めることを期待し、また本稿がその一助とな
ることを願っている。
引用文献
甘粕　健 1964「前方後円墳の正確に関する一考察」『日本考古学の諸問題』河出書房新社、pp.137-202
安藤鴻基 1978『木下別所廃寺出土の古瓦』
安藤鴻基 1980「房総七世紀史の一姿相」『古代探叢─滝口宏先生古希記念考古学論集─』早稲田大学出版部、
pp358-398
上野恵司 1992「関東の大形方墳」『東国古墳文化論攷』上野恵司先生著作集
尾崎喜佐雄 1966『横穴式古墳の研究』吉川弘文館
川村悠太ほか 2019「上宿古墳横穴式石室の三次元計測　─ SfM/MVを用いた三次元データの取得─」『遡航』
第37号、pp117-128
川村悠太ほか 2019「龍角寺古墳群横穴式石室の三次元計測　─龍角寺岩屋古墳西石室・みそ岩屋古墳の計測─」
536
『遡航』第37号、pp129-155
岸本直文 2004「前方後円墳の墳丘規模」『人文研究　大阪市立大学大学院文学研究紀要』第55巻第２分冊、
pp.27-70
草野潤平 2016『東国古墳の終焉と横穴式石室』雄山閣
白井久美子 2009「前方後円墳から方墳へ」『房総と古代王権』高志書院、pp2-28
土生田純之 2013「第２節　伊那谷における横穴式石室の一考察」『飯田古墳群─論考編』、pp.9-30
濱田耕作 1937『大和島庄石舞臺の巨石古墳』京都帝國大學文學部考古學研究報告、第14冊
和田晴吾 1992「群集墳と終末期古墳」『新版古代の日本　第５巻　近畿Ⅰ』角川書店、pp325-350
